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表 1
x 0 1 2 3 4 5
R(x) 0 4 8 12 16 20
C(x) 0 0.5 2 4.5 8 12.5








































































p  ･･･ ③
　この③式が答えである。ここで、wpは実質
賃金率であり、 ⊿ f（L）⊿L は労働の限界生産性
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である。この式の意味はもう1人だけ追加し
て労働者を投入すれば、その人が生み出して
くれる追加的な生産額（売上額の増分）がそ
の人に支払う名目賃金額の増分を上回るとい
うことである。限界利潤は、
p·⊿f（L）－ ·⊿L＞0w
だけ、増える。企業は労働投入量を増やす。
　一方、点 Bでは、
w
p=MPL＜
⊿ f（L）
⊿L
となっている。あるいは、
p·⊿f（L）＜ ·⊿Lw
である。この式の意味はもう1人だけ追加し
て労働者を投入すれば、その人が生み出して
くれる追加的な生産額（売上額の増分）より
もその人に支払う名目賃金の増分が上回ると
いうことである。限界利潤は、
p·⊿f（L）－ ·⊿L＜0w
だけ、減る。企業は労働投入量を減らす。
　つまり、点 Aでは労働投入量を増やし、
点 Bでは減らすという調整をする。その調
整がいきついた先では、
w
p=MPL=
⊿ f（L）
⊿L
p·⊿f（L）＝ ·⊿Lw
p·⊿f（L）－ ·⊿L＝0w
となる。限界利潤がもう増えないときの
L*,Y *⎛⎝
⎞
⎠をパレート最適（効率）な労働投
入量と生産量との組合せと呼ぶ。
（了）
付記
　本稿は経済学の中で「微分」がどう使われ
るのか、を説明したものです。何か新しい考
え方を提示するものではありません。ご寛恕、
願います。
経済学の噺　微分を使う

